
三井物産「サス学」アカデミー

「なつかしの森」

Ｄグループ
かっしー、りんりん、きょうちゃん、
ケロリン、ランマーボー、たまごっち

森の名前



三井物産「サス学」アカデミー
コンセプト

水がきたない
お金がない
児童労働

水が汚いところに森を作る事できれいな
水に変えてくれる

特産物を森の中の畑で作って輸出

大人の仕事になる児童労働も解決

『森をどんどん育てて
森を増やして森にすむ』
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特徴１

森の役割分担
もともとある森 環境づくり（水、空気をきれいにする）

人工の森 農場、遊び場、旅館に活用

めっちゃおいしい畑
ロボットが作業しない
→人による作業

「昔ながら」をアピール。
先進国から多くの観光客をよぶ
AIには、農作業を
シュミレーションし失敗を防ぐ



特徴２

心がやわらぐ遊び場
間伐した木で、遊具やアスレチックを造る
貧困の子と先進国の子が交流

オリンピックの開催
競技
・丸太切り競争
・大根抜き競争
・木登り
・アスレチック（障害物競争）
・森の中マラソン

『選手も観客も健康に‼』
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